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 規則
○ 埼玉県県営住宅条例施行規則の一部を改正する規則(住宅課)

○ 埼玉県特定公共賃貸住宅条例施行規則の一部を改正する規則(住宅課)

○ 埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則(交通規制課)

 告示
○ 加須市、北埼玉郡騎西町、同郡北川辺町及び同郡大利根町を廃し、その区域をもって加須

市を設置したことに伴う人口の告示(地域政策課)

○ 久喜市、南埼玉郡菖蒲町、北葛飾郡栗橋町及び同郡鷲宮町を廃し、その区域をもって久喜

市を設置したことに伴う人口の告示(地域政策課)

○ 特定非営利活動法人の定款の変更に係る公告(南西部地域振興センター)

○ 特定非営利活動法人の設立に係る公告(東部地域振興センター)

○ 政府調達に関する協定が適用される建設工事の請負等の契約に係る一般競争入札に参加す

る者に必要な資格等に関する告示(入札審査課)

○ 大規模小売店舗の廃止に関する公示(商業支援課)

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示(商業支援課)

○ 大規模小売店舗に対する市町村等意見の公示(商業支援課)

○ 見沼代用水土地改良区役員の退任届(さいたま農林振興センター)

○ 保安林の指定の解除(森づくり課)
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○ 保安林の指定の解除(森づくり課)

○ 川口都市計画高度利用地区の変更に係る図書の写しの縦覧(都市計画課)

○ 川口都市計画防火地域及び準防火地域の変更に係る図書の写しの縦覧(都市計画課)

○ 川口都市計画地区計画の変更に係る図書の写しの縦覧(都市計画課)

○ 桶川市坂田西特定土地区画整理組合の定款の変更認可(市街地整備課)

○ 桶川市坂田東特定土地区画整理組合の定款の変更認可(市街地整備課)

○ 秩父都市計画下水道事業の事業計画の変更認可(下水道課)

○ 計量器の定期検査(計量検定所)

○ 計量器の定期検査(計量検定所)

○ 県道川越栗橋線の供用開始(北本県土整備事務所)

○ 県道さいたま鴻巣線の供用開始(北本県土整備事務所)

○ 一般国道４０７号の区域の変更(飯能県土整備事務所)

○ 一般国道４０７号の供用の開始(飯能県土整備事務所)

○ 一般国道２９９号の区域の変更(飯能県土整備事務所)

○ 一般国道２９９号の供用の開始(飯能県土整備事務所)

○ 県道鴻巣川島線の供用開始(東松山県土整備事務所)

○ 県道下小鹿野吉田線の供用開始(秩父県土整備事務所)

○ 県道石間下吉田線の区域変更(秩父県土整備事務所)

○ 一般国道百二十五号の区域の変更(行田県土整備事務所)

○ 一般国道百二十五号の供用の開始(行田県土整備事務所)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 埼玉県建築基準法施行条例に基づく道路の位置の指定(熊谷建築安全センター)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(越谷建築安全センター)

○ 政府調達に関する協定が適用される建設工事の請負等の契約に係る一般競争入札に参加す

る者に必要な資格等に関する告示(公営企業・財務課)

○ 選挙管理委員会の招集(選挙管理委員会)
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規  則 

 埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する。 

 

 

  平成22年３月26日 

埼玉県公安委員会委員長 髙 梨  彦    

 

埼玉県公安委員会規則第５号 

   埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則 

 埼玉県道路交通法施行細則（昭和41年埼玉県公安委員会規則第２号）の一部を次

のように改正する。 

 第19条第１項中「交通部運転免許センター運転免許課長」を「交通部運転免許本

部運転免許課長」に改める。 

 第23条中「交通部運転免許センター運転免許試験課長」を「交通部運転免許本部

運転免許試験課長」に改める。 

 第25条の３中「埼玉県警察本部交通部運転免許センター運転教育課長（以下「運

転教育課長という。）」を「運転免許課長」に改める。 

 第25条の４及び第26条中「運転教育課長」を「運転免許課長」に改める。 

 別表１に次のように加える。 

肝臓機能障害 

 

１級から３級までの各級 

 

特別項症から第三項症

までの各項症 

 別表２に次のように加える。 

268 一般国道468号（首都圏中

央連絡自動車道） 

比企郡川島町大字中山字蛭田33番１から 

桶川市大字川田谷字諏訪南5359番２まで 

269 主要地方道上尾久喜線 上尾市大字久保字海道21番１地先から 

北足立郡伊奈町大字羽貫字楫下34番１地先ま

で 

270 一般国道299号 狭山市大字笹井字八木前2926番１地先から 

入間市小谷田２丁目1046番１地先まで 

271 一般国道299号 狭山市大字笹井字八木前2926番１地先から 

狭山市笹井２丁目361番１地先まで 

272 一般県道堀兼根岸線 狭山市大字根岸634番１地先から 

狭山市大字根岸620番地先まで 

 



273 主要地方道深谷東松山線 比企郡滑川町大字福田938番１地先から 

東松山市大字石橋1585番10地先まで 

274 一般県道ときがわ熊谷線 比企郡滑川町大字福田938番１地先から 

熊谷市大字万吉字前原2361番１地先まで 

275 一般県道足立川口線 川口市大字新井宿字上斗蒔210番２地先から 

川口市大字西新井宿字北田951番１地先まで 

276 一般国道122号 さいたま市岩槻区大字平林寺130番３地先から 

さいたま市岩槻区大字馬込708番３地先まで 

277 主要地方道さいたま草加

線 

さいたま市南区大字太田窪1955番３地先から 

さいたま市南区大字太田窪2857番５地先まで 

278 主要地方道川口上尾線 さいたま市南区大字太田窪2840番４地先から 

さいたま市南区大字太田窪2841番１地先まで 

279 主要地方道川口上尾線 さいたま市南区大字太田窪1965番２地先から 

さいたま市緑区原山２丁目158番１地先まで 

280 一般県道宗岡さいたま線 さいたま市中央区本町５丁目1173番１地先から 

さいたま市中央区上落合４丁目676番１地先ま

で 

281 一般県道蒲生岩槻線 さいたま市岩槻区大字釣上新田1109番３地先か

ら 

さいたま市岩槻区大字釣上新田1535番１地先ま

で 

282 さいたま市道Ｐ第538号

線 

さいたま市緑区大字大門4456番地先から 

さいたま市緑区大字大門4201番１地先まで 

   附 則 

 この規則は、平成22年４月１日から施行する。 

 



告 
 

示 

  
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
加
須
市
、
北
埼
玉
郡
騎
西
町
、
同
郡
北
川
辺
町
及
び
同
郡

大
利
根
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
加
須
市
を
設
置
し
た
こ
と
に
伴
う
加
須
市
の
人
口
を
、

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

加
須
市 

 

十
一
万
五
千
四
百
九
十
七
人 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号



埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
四
号



告 
 

示 
  

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定

款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並

び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.

saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
二
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ぽ
け
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

山
口 

は
る
み 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
和
光
市
丸
山
台
一
丁
目
八
番
四
号
中
村
コ
ー
ポ
一
〇
六 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

（
変
更
前
）
こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
居
宅
介
護
支
援

に
関
す
る
事
業
と
、
市
民
に
対
し
、
栄
養
や
食
事
に
関
す
る
指
導
、
助
言
、
啓
蒙
普
及
事
業
を

行
い
、
福
祉
と
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 
 

（
変
更
後
）
こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
介
護
保
険
、
障

害
者
支
援
に
関
す
る
事
業
と
、
市
民
に
対
し
、
栄
養
や
食
事
に
関
す
る
指
導
、
助
言
、
啓
蒙
普

及
事
業
を
行
い
、
福
祉
と
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
五
号



告 
 

示 
  

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活

部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.sai

tamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
ぁ
い
ぶ
る
ク
ラ
ブ
春
日
部 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

赤
井 

一
夫 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
春
日
部
市
中
央
五
丁
目
一
番
十
七
号
市
井
ビ
ル
三
Ｆ 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

 

こ
の
法
人
は
、
地
域
市
民
に
対
し
、
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
「
彩
の
国
ス
ポ
ー
ツ
プ 

 
 

ラ
ン
２
０
１
０
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
す
る
」
「
み
る
」
「
き
わ
め
る
」
「
ま
な
ぶ
」
「
さ 

 
 

さ
え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
を
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
く
活
用
し
、
地 

 
 

域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
多
種
目
・
多
世
代
で
気
軽
に
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も 

 
 

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
な
事
業
を
行
い
、
地
域
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の 

 
 

確
立
な
ら
び
に
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
育
成
・
競
技
力
・
指
導
力
の
向
上
を
支
援
し
、
青
少
年 

 
 

の
健
全
な
心
身
の
発
達
を
促
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
生
涯
を
通
じ
て
豊
か
な 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
根
付
い
た
地
域
社
会
の
形
成
に 

 
 

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
六
号



告 
 

示 

  
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
が
適
用
さ
れ
る
建
設
工
事
の
請
負
契
約
並
び
に
建
設
工
事

に
係
る
設
計
、
調
査
及
び
測
量
の
業
務
の
委
託
契
約
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
建
設
工
事
の
請
負
等
の

契
約
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
県
が
締
結
す
る
契
約
の
一
般
競
争
入

札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格 

 
 

建
設
工
事
の
請
負
等
の
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
入
札
参

加
資
格
認
定
申
請
を
し
て
、
資
格
が
あ
る
旨
の
認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、

被
認
定
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
と
す
る
。 

二 

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

イ 

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者 

ロ 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ

り
、
県
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者 

ハ 

埼
玉
県
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
埼
玉

県
告
示
第
千
百
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
同
条
第
二
項
第
二

号
の
規
定
に
よ
り
資
格
者
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
、
当
該
抹
消
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者 

 

ニ 

入
札
公
告
日
以
後
入
札
日
ま
で
に
、
埼
玉
県
の
契
約
に
係
る
暴
力
団
排
除
措
置
要
綱
（
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
施
行
。
総
務
部
長
決
裁
）
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置
を
受
け

て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

 

ホ 

入
札
公
告
日
以
後
入
札
日
ま
で
に
、
埼
玉
県
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
停
止
等
の
措
置
要

綱
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
施
行
。
総
務
部
長
決
裁
）
に
基
づ
く
入
札
参
加
停
止
の
措
置

を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

へ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

 
 

⑴ 

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

け
て
い
な
い
者 

 
 

⑵ 

入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七
月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日

と
す
る
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
に
関
す
る
客
観

的
事
項
に
つ
い
て
の
審
査
（
以
下
「
経
営
事
項
審
査
」
と
い
う
。) 

を
受
け
て
い
な
い
者 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
七
号



ト 

測
量
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

チ 

建
築
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

 

リ 

暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
事

業
活
動
を
支
配
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
暴
力
団
員
と
の
関
係
が
特
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
知
事
が
不
適
格
で
あ
る
と
認
め
る
者 

三 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件 

 
 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。 

 

イ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七

月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日
と
す
る
経
営
事
項
審
査
の
総
合
評
定
値 

ロ 

年
間
平
均
完
成
工
事
高
、
年
間
平
均
業
務
実
績
高
又
は
年
間
平
均
売
上
高 

 

ハ 

自
己
資
本
額 

四 

認
定
申
請
の
方
法
及
び
資
格
の
有
効
期
間 

 
 

入
札
公
告
に
お
い
て
定
め
る
。 

       



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
カ
タ
ク
ラ
小
川
店 

 
 

比
企
郡
小
川
町
大
字
小
川
字
下
広
地
千
二
百
二
十
七
番
地
外 

二 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者 

 

の
氏
名 

 
 

片
倉
工
業
株
式
会
社 

取
締
役
社
長 

竹
内
彰
雄 

 
 

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
十
九
番
七
号 

三 

大
規
模
小
売
店
舗
の
店
舗
面
積
の
合
計
が
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
三
条
第
一
項
に
定
め 

 

る
基
準
面
積
以
下
と
な
っ
た
日 

 
 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日 

  

埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
春
日
部
店 

 
 

 

春
日
部
市
中
央
一
丁
目
十
三
番
一 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

（
変
更
前
）
午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

 
 

 

（
変
更
後
）
午
前
四
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
二
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
二
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 
(

仮
称
）
戸
田
氷
川
町
商
業
施
設
開
発
計
画 

 
 

 

戸
田
市
氷
川
町
二
丁
目
四
千
四
百
四
十
四
番
地 

外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 

・
荷
捌
き
施
設
に
つ
い
て 

 
 

 

荷
捌
き
施
設
に
つ
い
て
は
、
「
面
積 

一
箇
所 
六
十
・
九
一
㎡
、
荷
捌
き
時
間
午
前
六
時 

 
 

か
ら
午
後
十
時
」
と
記
載
さ
れ
、
位
置
と
し
て
は
敷
地
南
東
方
向
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

本
箇
所
は
、
準
工
業
地
域
で
あ
る
が
、
か
ろ
う
じ
て
早
朝
、
夜
間
、
（
朝
八
時
～
夜
八
時
） 

 
 

休
日
の
み
は
平
穏
が
保
た
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
日
中
は
騒
音
に
苦
慮
し
て
い
る
。 

 
 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
朝
六
時
か
ら
の
荷
捌
き
に
つ
い
て
は
、
台
車
、
荷
物 

 
 

の
積
み
下
ろ
し
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
の
開
閉
、
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
音
、
後
進
ブ
ザ
ー
音
が
発 

 
 

生
し
、
近
隣
の
安
眠
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
精
神
的
苦
痛
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。 

 
 

 

位
置
に
つ
い
て
は
全
面
道
路
幅
が
五
・
五
ｍ
し
か
な
い
箇
所
で
あ
り
、
荷
捌
き
場
所
内
で 

 
 

後
進
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
な
ぜ
西
側
の
市
道
（
幅
員
十
一
ｍ
）
に
設
置
す
る
こ 

 
 

と
が
出
来
な
い
の
か
、
ま
た
荷
捌
き
後
の
車
両
動
線
が
通
学
路
と
重
な
る
た
め
、
交
通
安
全 

 
 

上
問
題
が
あ
る
。 

 
 

 

そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
三
月
六
日
に
個
別
に
説
明
を
受
け
、
防
音
壁
の
設
置 

 
 

や
車
両
動
線
荷
捌
き
場
所
の
変
更
、
荷
捌
き
時
間
の
変
更
（
朝
八
時
～
夜
八
時
）
を
申
し
入 

 
 

れ
た
が
、
変
更
出
来
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

説
明
資
料
で
は
騒
音
の
基
準
値
は
満
足
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
予
測
地
点
Ｂ
、
Ｃ 

 
 

で
は
環
境
基
準
値
を
わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い
る
程
度
で
あ
り
、
静
か
な
朝
で
の
騒
音
は
非
常 

 

 
 

に
回
り
に
響
き
、
単
純
に
基
準
う
ん
ぬ
ん
と
い
う
話
で
は
な
い
し
、
そ
れ
に
伴
う
具
体
的
な 

 
 

方
策
も
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

 

ま
た
隣
接
地
は
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
然
騒
音
に
関
す
る
配
慮
は
必
要
で
あ
る 

 
 

と
考
え
ら
れ
る
し
、
近
隣
住
民
に
対
し
て
も
騒
音
を
軽
減
す
る
方
法
は
当
然
示
す
べ
き
で
あ 

 
 

る
。 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
号



 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
再
度
確
認
及
び
改
善
を
求
め
る
。 

 
① 

荷
捌
き
に
あ
た
り
、
絶
対
に
路
上
待
機
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
路
上
を
荷
捌
き
場 

 
 

と
し
て
使
用
し
な
い
よ
う
、
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。
当
然
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
厳 

 
 

守
す
る
こ
と
。 

 

② 

荷
捌
き
場
に
お
い
て
商
品
搬
入
車
両
か
ら
の
発
生
す
る
騒
音
の
他
、
商
品
搬
入
時
の
衝
撃 

 
 

音
及
び
搬
出
後
の
空
カ
ー
ゴ
の
衝
突
音
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
搬
入
箇
所
に
衝 

 
 

撃
音
を
吸
収
す
る
よ
う
な
措
置
（
ゴ
ム
マ
ッ
ト
設
置
）
を
講
ず
る
こ
と
。
商
品
の
搬
出
入
に 

 
 

つ
い
て
の
作
業
を
丁
寧
に
行
う
な
ど
作
業
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
ま
た
荷
捌
き
車
両 

 
 

の
後
進
の
ブ
ザ
ー
は
鳴
ら
せ
な
い
よ
う
に
運
送
会
社
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。 

 

③ 

荷
捌
き
終
了
後
の
車
両
動
線
は
、
東
側
の
生
活
道
路
を
経
て
通
学
路
を
通
過
す
る
こ
と
に 

 
 

な
る
の
で
、
徐
行
、
一
時
停
止
等
安
全
対
策
に
つ
い
て
周
知
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

④ 

騒
音
や
他
の
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、新
規
開
店
後
も
継
続
し
て
、 

 
 

住
民
の
声
、
要
望
に
対
応
し
て
い
く
窓
口
を
設
置
し
広
報
す
る
こ
と
。
ま
た
要
望
に
つ
い
て 

 
 

は
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
。
今
現
在
提
出
さ
れ
て
い
る
届
出
内
容
（
交
通
・
騒
音
関
連
）
に 

 
 

つ
い
て
は
、
机
上
で
の
予
測
で
あ
り
現
実
と
違
う
場
合
が
あ
る
。 

・
給
排
気
口
施
設
に
つ
い
て 

 
 

埼
玉
県
発
行
の
「
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
し
お
り
」
の
Ｐ
６
の
４.
廃
棄
物
に
係
る
事
項 

 

等
③
に
は
、
食
品
加
工
場
か
ら
の
調
理
臭
や
悪
臭
防
止
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
の
対
策
に
つ 

 

い
て
配
慮
す
る
旨
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
策
が
何
も
取
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

 

本
件
の
よ
う
な
大
規
模
店
舗
に
お
い
て
、
近
隣
の
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
調
理
臭
等
に
対
す
る
対 

 

策
が
取
ら
れ
て
い
な
い
の
は
理
解
で
き
な
い
。 

 
 

こ
の
た
め
次
の
点
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
る
。 

 

① 

食
品
加
工
場
か
ら
の
臭
い
や
悪
臭
防
止
の
た
め
の
換
気
扇
や
排
気
口
等
に
悪
臭
物
質
を
取 

 
 

り
除
く
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
。 

・
動
線
に
お
け
る
安
全
の
確
保
・
渋
滞
に
つ
い
て 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
六
日
に
個
別
に
説
明
を
受
け
、
個
人
的
に
は
、
概
ね
了
解
し
た
が
、
再 

 

度
確
認
の
意
味
も
含
め
、
次
の
点
に
つ
い
て
提
案
し
た
い
。 

 
 

隔
地
駐
車
場
か
ら
の
人
の
動
線
に
つ
い
て
何
の
記
載
も
な
い
が
、
道
路
を
横
断
し
て
店
舗
に 

 

 

向
か
う
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
安
全
対
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
横
断
す
る
道
路
の
交 

 

 

通
量
は
比
較
的
多
く
、
バ
ス
路
線
に
も
な
っ
て
い
る
。
横
断
歩
道
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
所 

 

で
あ
る
。 

 
 

ま
た
北
側
道
路
か
ら
の
車
両
進
入
に
つ
い
て
は
、
右
折
進
入
に
つ
い
て
何
ら
考
慮
さ
れ
て
い 

 

な
い
が
、
非
常
に
交
通
量
が
多
い
道
路
で
あ
り
右
折
車
両
が
原
因
で
渋
滞
や
事
故
の
発
生
が
考 

 

え
ら
れ
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
当
然
、
右
折
進
入
は
禁
止
に
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
警 



 

備
員
も
常
時
、
配
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

以
上
か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
考
慮
を
求
め
る
。 

 
① 

隔
地
駐
車
場
か
ら
の
出
入
口
（
出
入
口
③
）
に
車
両
誘
導
警
備
員
を
常
時
配
置
し
、
客
の 

 
 

安
全
確
保
を
す
る
こ
と
。 

 

② 

北
側
道
路
か
ら
の
店
舗
北
側
駐
車
場
（
出
入
口
①
）
へ
の
右
折
進
入
は
禁
止
と
し
、
そ
れ 

 
 

を
示
す
看
板
の
設
置
や
車
両
誘
導
警
備
員
を
常
時
配
置
す
る
こ
と
。 

・
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て 

 
 

収
集
運
搬
車
の
作
業
時
間
が
不
明
。 

 

① 

当
然
近
隣
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
、
時
間
は
朝
８
時
か
ら
夜
８
時
の
間
と
す
べ
き
。 

・
店
内
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
つ
い
て 

 

① 

近
隣
に
音
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
音
量
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

・
店
舗
建
設
工
事
に
つ
い
て 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
六
日
に
個
別
に
説
明
を
受
け
、
概
ね
了
解
し
た
が
、
再
度
確
認
の
意
味 
 

 

も
含
め
、
次
の
点
に
つ
い
て
厳
守
願
い
た
い
。 

 

① 

日
曜
・
祝
日
は
作
業
し
な
い
こ
と
。 

 

② 

作
業
時
間
は
朝
八
時
か
ら
十
八
時
ま
で
と
す
る
こ
と
。 

 

③ 

騒
音
対
策
を
考
え
る
こ
と
。 

 

④ 

近
隣
住
民
に
対
し
て
、
工
程
表
を
配
布
し
て
作
業
内
容
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
安 

 
 

全
対
策
を
十
分
に
考
え
る
こ
と
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、 

見
沼
代
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

職 

名 
 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 

理 

事 
 

間
々
田 

治 
吉 

 

行
田
市
大
字
荒
木
一
六
〇
二
番
地 

 
 埼

玉
県
告
示
第
四
百
五
十
一
号



告 
 

示 

 
 

 
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

 

狭
山
市
大
字
上
赤
坂
字
野
四
七
四
の
一
、
四
七
四
の
四
、
字
妻
恋
ケ
原
五
九
四
の
二 

二 

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

 
 

耕
地
の
防
風 

三 

解
除
の
理
由 

 
 

指
定
理
由
の
消
滅 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

 

入
間
市
大
字
新
光
二
二
七
の
一
、
二
二
七
の
二
、
二
三
四
の
三 

二 

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

 
 

耕
地
の
防
風 

三 

解
除
の
理
由 

 
 

指
定
理
由
の
消
滅 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
三
号



告 
 

示 

  
川
口
市
か
ら
川
口
都
市
計
画
高
度
利
用
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
四
号



告 
 

示 

  
川
口
市
か
ら
川
口
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付

を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都

市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
五
号



告 
 

示 

  
川
口
市
か
ら
川
口
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
六
号



告 
 

示 

  
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

桶
川
市
坂
田
西
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
五
年
一
月
五
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

施
行
地
区 

 
 

桶
川
市
大
字
坂
田
字
南
、
字
宮
前
、
字
堀
の
内
及
び
字
細
谷
の
各
一
部
、
大
字
加
納
字
峯
の

 

一
部
、
末
広
三
丁
目
の
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

桶
川
市
大
字
坂
田
一
一
〇
番
地
一 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
五
年
一
月
五
日 

六 

変
更
内
容 

 
 

事
務
所
の
所
在
地
を
「
桶
川
市
大
字
坂
田
一
一
〇
番
地
一
」
か
ら
、
「
桶
川
市
坂
田
東
二
丁

 

目
三
番
地
二
」
と
変
更
す
る
。 

七 

変
更
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号



告 
 

示 

  
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

桶
川
市
坂
田
東
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
六
十
三
年
二
月
十
二
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

施
行
地
区 

 
 

桶
川
市
大
字
坂
田
字
原
、
字
宮
前
、
字
南
及
び
字
向
の
各
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

桶
川
市
大
字
坂
田
四
一
八
番
地
一 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

昭
和
六
十
三
年
二
月
十
二
日 

六 

変
更
内
容 

 
 

事
務
所
の
所
在
地
を
「
桶
川
市
大
字
坂
田
四
一
八
番
地
一
」
か
ら
、
「
桶
川
市
坂
田
東
二
丁 

 

目
三
番
地
二
」
と
変
更
す
る
。 

七 

変
更
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
八
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号
で
告
示
し
た
秩
父
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

秩
父
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

秩
父
都
市
計
画
下
水
道
事
業
秩
父
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

合
流
区
域 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

分
流
汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 

昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号
、
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第

五
号
、
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
号
、
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
告

示
第
四
百
八
十
四
号
、
昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
二
号
、
昭
和
六
十

三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
七
号
、
平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号
、
平

成
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
八
号
、
平
成
十
年
埼
玉
県
告
示
第
十
八
号
、
平
成

十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
十
八
号
、
平
成
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
十
九
号

の
事
業
地
の
う
ち
、
秩
父
市
金
室
町
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号
、
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第

五
号
、
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
号
、
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
告

示
第
四
百
八
十
四
号
、
昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
二
号
、
昭
和
六
十

三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
七
号
、
平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号
、
平

成
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
八
号
、
平
成
十
年
埼
玉
県
告
示
第
十
八
号
、
平
成

十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
十
八
号
、
平
成
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
十
九
号

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
九
号



の
事
業
地
に
、
秩
父
市
大
宮
字
熊
木
上
、
大
宮
字
藤
井
、
大
宮
字
野
坂
上
、
大
宮
字

桐
畑
、
大
宮
字
日
野
田
上
を
加
え
、
秩
父
市
中
村
町
三
丁
目
、
大
野
原
字
峯
沢
、
大

野
原
字
黒
草
、
野
坂
町
二
丁
目
、
熊
木
町
、
金
室
町
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更

す
る
。 

 

ハ 
分
流
雨
水 

 
 

（
１
） 
収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号
、
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第

五
号
、
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
号
、
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
告

示
第
四
百
八
十
四
号
、
昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
二
号
、
昭
和
六
十

三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
七
号
、
平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号
、
平

成
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
八
号
、
平
成
十
年
埼
玉
県
告
示
第
十
八
号
、
平
成

十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
十
八
号
、
平
成
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
十
九
号

の
事
業
地
に
、
秩
父
市
大
宮
字
熊
木
上
、
大
宮
字
藤
井
、
大
宮
字
野
坂
上
、
大
宮
字

桐
畑
、
大
宮
字
日
野
田
上
を
加
え
、
秩
父
市
中
村
町
三
丁
目
、
大
野
原
字
峯
沢
、
大

野
原
字
黒
草
、
野
坂
町
二
丁
目
、
熊
木
町
、
金
室
町
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更

す
る
。 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
計
量
検
定
所
長
告
示
第
五
号 

 

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
計
量
検
定
所
長 

天 

坂 

知 

司 
 

 
 

一 

検
査
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器 

 
 

質
量
計
（
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
電
気
式
以
外
の
は
か
り
） 

二 

検
査
を
行
う
区
域
、
期
日
、
時
間
及
び
場
所 

                        

蕨

市 

戸

田

市 

越

生

町 

東
秩
父
村 

区

域 

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日 

平
成
二
十
二
年
六
月
三
日 

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

及
び
同
月
二
日 

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十

七
日 

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十

六
日 

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十

五
日 

期

日 
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

時

間 

蕨
市
立
東
公
民
館 

蕨
市
立
南
公
民
館 

蕨
市
民
会
館
駐
車
場 

戸
田
市
役
所
駐
車
場 

越
生
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
駐
車
場 

越
生
町
中
央
公
民
館

前
駐
車
場 

東
秩
父
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
や

ま
な
み
」 

場

所 



                                  

飯

能

市 

嵐

山

町 

毛
呂
山
町 

滑

川

町 

小

川

町 

鳩

山

町 

と
き
が
わ
町 

鳩
ヶ
谷
市 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十

五
日 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十

四
日 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十

三
日 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十

一
日 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
六

日 平
成
二
十
二
年
六
月
十
四

日
及
び
同
月
十
五
日 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日 

平
成
二
十
二
年
六
月
九
日 

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

及
び
同
月
八
日 

午
前
十
時
か
ら
正
午 

午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

飯
能
市
役
所
西
側
付 

原
市
場
公
民
館 

名
栗
公
民
館 

吾
野
公
民
館 

嵐
山
町
役
場
東
側
駐

車
場 

毛
呂
山
町
役
場
来
客

用
駐
車
場 

滑
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー 

小
川
町
役
場 

鳩
山
町
役
場 

と
き
が
わ
町
役
場
第

２
庁
舎 

と
き
が
わ
町
役
場
本

庁
舎 

鳩
ヶ
谷
市
役
所
別
棟

車
庫
前 



                                  

入

間

市 

三

芳

町 

川

島

町 

吉

見

町 

日

高

市 

 

平
成
二
十
二
年
七
月
十
三

日 平
成
二
十
二
年
七
月
十
二

日 平
成
二
十
二
年
七
月
九
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
八
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
七
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
五
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日 

八
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま 

で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

藤
沢
公
民
館 

宮
寺
公
民
館 

黒
須
公
民
館 

西
武
公
民
館 

金
子
公
民
館 

三
芳
町
役
場
来
客
用

駐
車
場 

川
島
町
民
会
館
駐
車

場 吉
見
町
役
場
北
側
駐

車
場 

日
高
市
役
所 

属
棟
車
庫 



                                  

東
松
山
市 

坂

戸

市 

鶴
ヶ
島
市 

戸

田

市

蕨

市 

鳩
ヶ
谷
市 

 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

九
日 

 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

八
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

七
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

六
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

一
日
か
ら
同
月
二
十
三
日

ま
で 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十

日 平
成
二
十
二
年
七
月
十
六

日 平
成
二
十
二
年
七
月
十
五

日 平
成
二
十
二
年
七
月
十
四

日 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で 

午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

松
山
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー 

唐
子
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー 

大
岡
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー 

野
本
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー 

高
坂
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー 

松
山
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー 

坂
戸
市
文
化
会
館
大

駐
車
場 

鶴
ヶ
島
市
役
所 

戸
田
市
役
所
駐
車
場 

入
間
市
市
民
会
館 

東
金
子
公
民
館 



          

                      

小

川

町 
滑

川

町 
嵐

山

町 

吉

見

町 

川

島

町 

鶴
ヶ
島
市 

坂

戸

市 

東
松
山
市 

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十

一
日 

午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で 

松
山
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
計
量
検
定
所
長
告
示
第
六
号 

 

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

を
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
定
期
検
査
機
関
社
団
法
人
埼
玉
県
計
量
協
会

に
次
の
と
お
り
実
施
さ
せ
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
計
量
検
定
所
長 

天 

坂 

知 

司 
 

 
 

一 

検
査
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器 

 
 

質
量
計
（
電
気
式
は
か
り
及
び
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
電
気
式
以
外

の
は
か
り
） 

二 

検
査
を
行
う
区
域
、
期
日
及
び
場
所 

                      

鳩
ヶ
谷
市 

蕨

市 

戸

田

市 

越

生

町 

東
秩
父
村 

区

域 

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を

除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
三
日
か
ら
九
月
二
日

ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除

く
。） 

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
八
月

二
十
三
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び

休
日
を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
九
月

二
十
一
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び

休
日
を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
か
ら
九
月
十

五
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日

（
埼
玉
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成

元
年
埼
玉
県
条
例
第
三
号
）
第
一
条
第
一

項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
日
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）
を
除
く
。） 

期

日 
同 同 同 同 計

量
器
の
所
在
場
所 

場

所 



                                  

川

島

町 

吉

見

町 

日

高

市 

飯

能

市 

嵐

山

町 

毛
呂
山
町 

滑

川

町 

小

川

町 

鳩

山

町 

と
き
が
わ
町 

平
成
二
十
二
年
七
月
五
日
か
ら
十
月
四
日

ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除

く
。） 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
日
か
ら
十
月
一
日

ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除

く
。） 

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日
か
ら
十
月
五
日

ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除

く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
九
月

二
十
二
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び

休
日
を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
九
月

二
十
二
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び

休
日
を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
九
月

十
七
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休

日
を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
か
ら
九
月
十

五
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日

を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
四
日
か
ら
九
月
十

三
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日

を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日
か
ら
九
月
九
日

ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除

く
。） 

平
成
二
十
二
年
六
月
九
日
か
ら
九
月
八
日

ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除

く
。） 

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 



                   

               

東
松
山
市 

坂

戸

市 

鶴
ヶ
島
市 

入

間

市 

三

芳

町 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
十
月

二
十
五
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び

休
日
を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
十
月

二
十
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休

日
を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
十
月

二
十
五
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び

休
日
を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
八
月
十
八
日
か
ら
十
一
月

十
七
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休

日
を
除
く
。） 

平
成
二
十
二
年
八
月
二
日
か
ら
十
一
月
一

日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を

除
く
。） 

同 同 同 同 同 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
一
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

榎 

本 

恵 

樹 

 



 

 
川
越
栗
橋
線 

 

路 
 

線 
 

名 

桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
字
高
井
八
九
〇
番

一
地
先
か
ら
同
市
泉
二
丁
目
三
五
八
番
三

地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長
五
〇
七
・
〇

〇
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

榎 

本 

恵 

樹 

 



 

 
さ
い
た
ま
鴻
巣
線 

 

路 
 

線 
 

名 

北
本
市
荒
井
二
丁
目
四
六
三
番
地
先
か
ら

同
市
高
尾
七
丁
目
三
三
〇
番
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長
八
二
八
・
〇

〇
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

蓮 

池 
 

博 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

一
般
国
道 

二 

路

線

名  

四
百
七
号 

三 

道
路
の
区
域 

 

                     



  

新 旧 

旧
新
別 

同
市
大
字
高
萩
字
宮
ノ
前 

一
五
六
五
番
一
地
先
ま
で 

  

日
高
市
大
字
高
萩
字
上
ノ
台 

二
二
五
三
番
一
地
先
か
ら 

区 
 

 
 

間 

 

二
二
・
六
七
～ 

 
 

 

四
七
・
〇
〇 

  

二
六
・
五
〇
～ 

 
 

 

四
七
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

六
〇
〇
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

平
成
五
年
度
～
平
成
二
十
一
年
度

道
路
改
築
事
業
に
よ
る
。
平
成
十

年
十
一
月
四
日
埼
玉
県
告
示
第
千

四
百
二
十
六
号
の
変
更
。 

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

蓮 

池 
 

博 
 

 
 

                        



     

   

四
百
七
号 

  

路 

線 

名 

日
高
市
大
字
高
萩
字
上
ノ
台 

二
二
五
三
番
一
地
先
か
ら 

同
市
大
字
高
萩
字
宮
ノ
前 

一
五
六
五
番
一
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年 

 
 

三
月
二
十
七
日 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長 

六
〇
〇
・
〇
〇 

メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

蓮 

池 
 

博 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

一
般
国
道 

二 

路

線

名  

二
百
九
十
九
号 

三 

道
路
の
区
域 

 

                     



  
新 旧 

旧
新
別 

同
市
大
字
台
字
南
ノ
前 

二
〇
八
番
一
地
先
ま
で 

  

日
高
市
大
字
台
字
南
ノ
前 

一
九
一
番
四
地
先
か
ら 

区 
 

 
 

間 

 

一
五
・
四
四
～ 

 
 

 
 

二
〇
・
四
三 

  

五
・
九
五
～ 

 
 

 
 

九
・
〇
六 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
五
一
・
三
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

道
路
改
築
事
業 

に
よ
る
。 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

蓮 

池 
 

博 
 

 
 

                        



   
   

二
百
九
十
九
号 

  

路 

線 

名 

日
高
市
大
字
台
字
南
ノ
前 

一
九
一
番
四
地
先
か
ら 

同
市
大
字
台
字
南
ノ
前 

２
０
８
番
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年 

 
 

三
月
二
十
六
日 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長 

一
五
一
・
三
〇 

メ
ー
ト
ル 

 

備  

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
四
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

田 

耕 

三 

 



 

県
道
鴻
巣
川
島
線 

路 
 

線 
 

名 

比
企
郡
川
島
町
大
字
上
八
ツ
林
字
新
田
前

町
一
三
四
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大
字

上
八
ツ
林
字
西
町
三
〇
七
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長
三
〇
七
・
七

一
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

木 

幸 

夫 
 

 



 

  

下
小
鹿
野
吉
田
線 

  

路 
 

線 
 

名 

秩
父
市
下
吉
田
字
上
野
四
〇
七
四

番
二
地
先
か
ら
同
市
下
吉
田
字
上
野

三
九
三
一
番
一
地
先
ま
で 

   

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
ニ
年
三
月
二
十
六
日 

 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
一

年
二
月
二
十
日

付
け
埼
玉
県
秩

父
県
土
整
備
事

務
所
長
告
示
第

四
号
で
告
示
し

た
道
路
予
定
区

域
の
供
用
開
始

で
あ
る
。 

延
長
一
八
六･

六
一
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

木 

幸 

夫 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

石
間
下
吉
田
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

秩
父
市
下
吉
田
字
矢
畑
五
八
六
四

番
一
地
先
か
ら
同
市
下
吉
田
字
矢

畑
五
八
八
二
番
一
〇
地
先
ま
で 

   
区 

 
 

 

間 

七
・
五
〇
～ 

二
八
・
九
六 

 

四
・
九
五
～ 

一
七
・
四
七 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

五
六
二
・
五
〇 

  

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

道
路
改
良
工
事 

  

備  

 

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

 

南
沢 

郁
一
郎 

一 

道
路
の
種
類   

一
般
国
道 

二 

路

線

名   

百
二
十
五
号 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

行
田
市
大
字
下
池
守
字
蒲
原
二
九 

番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
上
池
守 

字
富
士
見
町
二
九
七
番
二
地
先
ま 

で 

 
区 

 
 

 

間 

二
七
・
五
〇
～ 

 
 

 

六
一
・
〇
〇 

 

二
七
・
五
〇
～ 

 
 

 

二
九
・
六
〇 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

一
〇
四
〇
・
〇
〇 

  

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

地
方
道
路
交
付
金
（
改
築
） 

整
備
工
事
に
よ
る 

  

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
  

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

南
沢 

郁
一
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 

  

 百
二
十
五
号 

路 
 

線 
 

名 

行
田
市
大
字
和
田
字
柳
付
一
一
一
八
番
一

地
先
か
ら
同
市
大
字
中
里
字
天
神
三
九
〇

番
地
先
ま
で 

  

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日 

供
用
開
始
の
期
日 

延
長
一
五
八
〇
・ 

〇
〇
メ
ー
ト
ル 

   

備  

 

考  



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

 

若 

林 

祥 

文 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
一
年
九
月
十
八
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
一
〇
〇
八
四
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日 

 
 

第
二
一
〇
一
八
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

比
企
郡
小
川
町
大
字
下
里
字
平
松
一
五
八
三
―
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

比
企
郡
小
川
町
大
字
小
川
九
六
二
―
一 

ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
小
川
Ⅰ
一
〇
一
号  

 
 

田
中 

一
幹 

 

  
 

          



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
八
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

る
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

新 

藤 
 

巧 
 

 
 

                          



 
指 

 

定 
 

指 
 

 

定 
 

 

指 

定 

し 

た 

道 

路 

の 
 

 
 

 
 

道
路
の
幅
員 

 
 

 

道
路
の
延
長 

 
 

申 

請 

者 

の 

 
番 

 

号 
 

年 

月 

日 
 

 

位 

置 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

住
所
及
び
氏
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

又 

は 

名 

称 

 

第
熊
十
号 

  
平
成
二
十
二
年  

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
富
田
字
間
ノ
田 

 

四
・
五
○ 

 
 

 
 

二
十
七
・
〇
〇 

 

大
里
郡
寄
居
町
大
字 

 
 

 
 

 
 

 

三
月
一
日 

  
 

一
八
〇
〇
‐
九
、一
八
〇
〇
‐
十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桜
沢
五
二
二
‐
一 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  (

有)

ア
イ
・
ホ
ー
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ネ
ッ
ト 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
取
締
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
田
信
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
六
十
八
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

坂 

巻 

一 

男 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
八
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
一
〇
〇
七
四
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
十
八
日 

 
 

第
四
七
八
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
中
二
一
六
―
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

春
日
部
市
内
牧
五
七
一
三
―
一 

 
 

酒
井 

健
次 



告

示

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
二
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
が
適
用
さ
れ
る
建
設
工
事
の
請
負
契
約
並
び
に
建
設
工
事

に
係
る
設
計
、
調
査
及
び
測
量
の
業
務
の
委
託
契
約
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
建
設
工
事
の
請
負
等
の

契
約
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者
及
び
そ
の
委

任
を
受
け
た
者
が
締
結
す
る
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者

樋

口

和

男

一

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

建
設
工
事
の
請
負
等
の
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
入
札
参

加
資
格
認
定
申
請
を
し
て
、
資
格
が
あ
る
旨
の
認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、

被
認
定
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
と
す
る
。

二

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

イ

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者

ロ

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
第

百
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者
及
び
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
締
結

す
る
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者

ハ

埼
玉
県
企
業
局
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五

十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
一
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
建
設
工
事
請
負

等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
号
）
第

十
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
資
格

者
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
、
当
該
抹
消
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ニ

入
札
公
告
日
以
後
開
札
日
ま
で
に
、
埼
玉
県
企
業
局
の
契
約
に
係
る
暴
力
団
排
除
措
置
要

綱
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
施
行
。
公
営
企
業
管
理
者
決
裁
）
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外

の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者

ホ

入
札
公
告
日
以
後
開
札
日
ま
で
に
、
企
業
局
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
停
止
等
の
措
置
要

領
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
施
行
。
公
営
企
業
管
理
者
決
裁
）
に
基
づ
く
入
札
参
加
停
止

の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者

ヘ

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

⑴

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受



け
て
い
な
い
者

⑵

入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七
月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準

日
と
す
る
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
に
関
す
る
客

観
的
事
項
に
つ
い
て
の
審
査
（
以
下
「
経
営
事
項
審
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
な
い

者

ト

測
量
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者

チ

建
築
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者

リ

暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
事

業
活
動
を
支
配
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
暴
力
団
員
と
の
関
係
が
特
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
公
営
企
業
管
理
者
が
不
適
格
と
認
め
る
者

三

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。

イ

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七

月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日
と
す
る
経
営
事
項
審
査
の
総
合
評
定
値

ロ

年
間
平
均
完
成
工
事
高
、
年
間
平
均
業
務
実
績
高
又
は
年
間
平
均
売
上
高

ハ

自
己
資
本
額

四

認
定
申
請
の
方
法
及
び
資
格
の
有
効
期
間

入
札
公
告
に
お
い
て
定
め
る
。



告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
三
十
五
号 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 

憲 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

日
時 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日 

午
後
二
時 

二 

場
所 

埼
玉
県
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室 

三 

議
題 

 

 

イ 

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
い
て 

 

ロ 

そ
の
他 
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